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「ぽち」とその周辺語
──〈心付け・祝儀〉を示すことば──






















































とくしん やう さいぜん き
平平 そりや得心する様に，最前ぽちが切れてあるぢやて

































しよしん きやく けいせい もくぜん これ
○初心の客は，傾城の目前にて花を出す事を好む，是いかなる事ぞや。
（同上）





































しう ぎ しや ぎ










○ぽち 遊里での祝儀。花。上 明治 26錦の嚢「相談して・ポチを仲居
の立た間に」上 同 36花くらべ「大多福めが・てらす仲居にポチ遣
らぬ」



































































































































































































楽帳／ポチ袋」『中日新聞』1995年 1月 10日夕刊 3面）
○フランス語のプチ petit（小さい）からというのは民間語源説。（堀井
令以知編『大阪ことば辞典』1995年）
のように付会の説ではあるものの，フランス語 petit との連想の働いたこ
とも，「ぽち袋」という名称の普及に役立ったものと考えられる。
注
⑴ 引用は『日本戯曲全集』歌舞伎篇第 23巻（1931年）に拠った。
⑵ 注⑴に掲げた『日本戯曲全集』の解説（渥美清太郎著）に拠る。
⑶ 暉峻康隆（1957）に「はな」に関する言及がある。
⑷ 青空文庫の検索，および『明治文学全集』『新日本古典文学大系 明治編』
（2015年 1月現在の既刊分）の目視による検索では用例を確認できなかっ
た。
⑸ この例は米川明彦編『日本俗語大辞典』（2003年）に紹介されている。
⑹ 「八々（はちはち）」は「花札の競技の一種」（『日本国語大辞典』第 2版）
⑺ 近石泰秋『香川県方言辞典』（1976年）に拠れば，「心づけ。チップ。祝
儀。」の意の「ぽち」は，加藤増夫『郷土俚語方言集 高松市並に香川県地
方』（1931年）に登録されている。
⑻ 『近代庶民生活誌』第二巻（1984年）の解題（落合重信執筆）による。な
お、この村上帰之『わが新開地』、同『歓楽の殿堂 カフエー』、金丸直利
『接客読本』、および山田呵々子『故郷から故郷へ』の引用は、『近代庶民生
活誌』所収の本文によった。
⑼ 『日本国語大辞典』第二版による。
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